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滋賀の水環境ビジネスの取組について

令和６年度（2024年度）
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滋賀県水環境ビジネス海外展開事業化モデル事業（しが水環境ビジネス推進フォーラム会員）

プロジェクト名 対象国 実施期間 メンバー（◆：申請企業）

メコンデルタ地域における水産養殖場汚
泥課題解決ビジネスに関する実証試験

ベトナム
令和６年（2024年）6月

～令和７年（2025年）2月
㈲ヴァンテック◆、栗東総合産
業㈱、VANTECH VIETNAM

ベトナムにおける微生物・植生による水質
浄化事業

ベトナム
令和６年（2024年）7月

～令和７年（2025年）2月
大洋産業㈱◆、DEWX
VIETNAM

アジア 4 か国におけるＤＸを活用した水質
モニタリング提供サービス、および当社製
品ラインナップ強化（UV チェッカー、残留
塩素計）の実現可能性調査

インド
台湾

シンガポール
マレーシア

令和６年（2024年）7月
～令和７年（2025年）2月

オプテックス㈱◆、㈱テクノサ
イエンス

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度



しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度
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アジア分科会

■アジア分科会とは：
アジアの水環境課題や現地ニーズについて調査を行い、会員企業に情報提供することにより、同地域でのビジネ

ス展開について検討する分科会。

■会議の開催状況：
① ベトナム 水・環境ビジネス勉強会

令和６年（2024年） 10月11日 〔於〕オンライン 〔参加者数〕22名

②ベトナム・ハイフォン給水事業の課題解決に向けた分科会
令和７年（2025年） ２月28日 〔於〕オンライン 〔参加者数〕12名

研究・技術分科会

■研究・技術分科会とは：
平成29年４月の国立環境研究所琵琶湖分室の設置を契機として、滋賀県では、生態系に配慮した新たな水質管理

の手法、在来魚介類の回復に資する研究を実施している。その成果等を、企業や大学などの研究機関との協働のも
とで、水環境ビジネスに関連する技術開発や水産業の振興につなげていくために設立した分科会。

■会議の開催状況：
①「琵琶湖流域における生物多様性情報の価値と事業展開を考える～ネイチャーポジティブの実現に向けて～」

令和６年（2024年） 10月25日 〔於〕滋賀県危機管理センター 〔参加者数〕49名

②「琵琶湖の資源を用いたプロダクツ開発による水環境ビジネスの可能性」
令和７年（2025年） ２月６日 〔於〕滋賀県危機管理センター 〔参加者数〕15名
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

■名称： 第10回世界水フォーラム (10th World Water Forum)
■日時： 令和６年（2024年）5月18日（土）～5月25日（土）
■規模： 来場者延べ64,000人
■会場： バリヌサドゥワコンベンションセンター （インドネシア・バリ)
■内容： フォーラムの取組発信やフォーラム会員２社（㈱多久製作所、㈱ナガオカ）が滋賀県ブースに出展し、

自社技術や製品をPR

第10回世界水フォーラム日本パビリオンへの共同出展
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

韓国国際水週間 世界水都市フォーラム２０２４への参加

■日時：令和６年（2024年） 11月14日（木）～11月15日（金）
■会場：EXCO（韓国・大邱広域市）
■内容：水に関する問題の解決に取り組む都市が、具体的な解決策を共有し合い、水問題を抱える他の

都市の課題解決支援をすることが開催の目的。滋賀県は、企業同士のビジネスマッチングや海
外での技術協力を行う本フォーラムの活動についてプレゼンテーションを行った。
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

しが水環境ビジネス推進フォーラムセミナー

■しが水環境ビジネス推進フォーラムセミナーとは：
フォーラム会員のネットワーク構築・強化および本県の水環境ビジネスの推進に資する情報をフォーラム
会員や県民を対象に提供することを目的に開催するセミナー

■セミナーの開催状況：
環境ビジネスで世界を切り拓く!!～しが水・環境ビジネス交流セミナー
令和６年11月19日〔於〕ピアザ淡海 204会議室 〔参加者数〕18名
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①水・環境分野アジア各国における現地ニーズ調査

■対象国・エリア：インド、中国

■開催方法：製品・技術情報シートを基に、現地の専門家が 有望バイヤーに具体なニーズをヒアリング

ヒアリングで得た関心情報等をレポートとして還元

②水・環境分野オンライン商談会

■対象国・エリア：中国、インド、インドネシア

■参加企業数：滋賀県内外の企業９社が商談実施

③ベトナム 水・環境分野「ミッション派遣」（現地商談会）

■対象国・エリア：ベトナム・ホーチミン

■参加企業数：フォーラム会員の企業５社が参加

④海外企業招へい商談会

■対象国・エリア：中国、インド、インドネシア、ベトナム

■参加企業数：フォーラム会員の企業７社が参加

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

ミッション派遣での商談会の様子

JETRO滋賀との連携
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しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

ベトナム企業招へい水・環境分野ビジネスマッチング

■日時：令和６年（2024年）12月３日（火） ～４日（水）
■会場：ピアザ淡海 305会議室 ほか
■内容：ベトナム企業５社を滋賀県内に招へいし、フォーラム会員７社とのビジネスマッチングを実施。

湖南中部浄化センターや淡海環境プラザの視察、県内企業を訪問・製品PR
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国内最大級の水ビジネス専門展「InterAqua2025」への出展

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

■名称： InterAqua2025
■日程： 令和７年（2025年）１月29日(水)～１月31日（金）
■会場： 東京ビッグサイト
■規模： 来場者延べ42,000人
■内容：

フォーラム会員５者と共同出展。
・WEF技術開発株式会社（活性酸素水処理装置『W-Gaia』）

・龍谷大学（研究・技術シーズ、産官学連携事例等）

・岡本電気株式会社（硫化水素除去フィルター「コルライン」）

・合同会社 PROJECT KNIGHT（雨水等をミネラル入りの飲料水に変換）

・株式会社テクアノーツ（水草回収船や水草除去マネジメント）
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JICA課題別研修

（水資源の持続可能な利用と保全のための統合的湖沼・河川・沿岸流域管理）

研修生へのしが水環境ビジネス推進フォーラムの紹介

■日時：令和７年（2025年）１月20日（月）
■会場：滋賀県危機管理センター
■内容：

５か国（エチオピア、エルサルバドル、ニカラグア、スリランカ、バングラデシュ）からのJICA研修員５名に対し
て滋賀県の取組およびしが水環境ビジネス推進フォーラムについて紹介。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度
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フォーラムの取組を各所で発信

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 R6年度

2024年9月6日（金）

MLGsみんなのBIWAKO会議 出展

2024年10月4日（金）

JICA Networking Fair 出展

○テレビ滋賀プラスワンにて水環境ビジネスがクローズアップ

https://www.youtube.com/watch?v=8gnF6dMH3FY

○内閣官房水循環政策本部事務局HPにフォーラム取組を掲載

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/certification/html/local_gov/shiga/shiga_mizu.html


